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水質検査計画
を策定しました

安全で良質な水をお届けします

市では、お客さまに安全で良質な水を使っ

ていただくために、定期的に水質検査を行っ

ています。水質検査は、水道水の安全性を確

認するために不可欠であり、水道における水

質管理の中核をなすものです。

市ではこれまでも、きめ細かい水質検査を

実施してまいりましたが、約１０年ぶりに水

道水の水質基準が改正され、平成１６年４月

から項目等が大幅に見直されました。この改

正に合わせて水質検査の内容や検査の体制を

詳細に示した「水質検査計画」を策定してい

ます。この計画に基づいた水質検査を通じ、

水質管理をきめ細かく行い、より一層の「安

全」と「安心」をお届けします。

平成１７年度の水質検査計画については、

水道課窓口並びに市のホームページ上で公表

しておりますので、ご意見等がございました

ら水道課維持係（1５２－５２２９）までお問

い合わせいただきますようお願いいたします。

●水質検査の必要性
水質検査は、水源から浄水場の処理工程、

給水栓に至るまでの水質を確認し、水質基準

に適合していることを保証するために必要な

作業です。

●水質検査の種類
・水質基準項目（50項目） 水道法で定めら

れた項目（一般細菌や大腸菌など）について、

検査しています。

・毎日検査項目（３項目）
色・濁り・残留塩素について、１日１回、

浄水場や市内５か所の給水栓で検査していま

す。

そのほか、将来にわたって水道水の安全を

確保するための水質管理目標設定項目や、本

市が独自に設定した項目についても、定期的

に検査しています。

●水質検査の頻
ひん

度
検査の項目によって、毎日行うもの、月１

回、年４回、年１回行うものがあります。

特集－愛犬チョコが
くれたもの

チ
ョ
コ
が
川
崎
さ
ん
の
家
に
来
た
の
は
、

長
男
の
佑
太
く
ん
が
小
学
３
年
生
の
こ
ろ

で
す
。
こ
の
辺
り
は
閑
静
な
住
宅
地
。
近

所
に
は
犬
を
飼
っ
て
い
る
家
庭
が
多
く
、

佑
太
く
ん
も
犬
を
欲
し
が
っ
た
か
ら
で
す
。

ペ
ッ
ト
屋
さ
ん
に
行
く
と
、「
無
料
で
差

し
上
げ
ま
す
」
と
飼
い
主
を
探
し
て
い
る

子
犬
た
ち
が
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
匹

が
チ
ョ
コ
で
し
た
。

チ
ョ
コ
は
、
お
と
な
し
い
犬
。
初
め
て

川
崎
さ
ん
宅
に
や
っ
て
来
た
と
き
も
、
最

初
は
な
つ
か
ず
、
佑
太
く
ん
か
ら
逃
げ
回

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
で
も
１
週
間
も
す

る
と
、
ず
い
ぶ
ん
な
れ
て
き
て
、
今
で
は

佑
太
く
ん
は
、
チ
ョ
コ
に
と
っ
て
頼
れ
る

存
在
で
す
。
一
方
弟
の
康
平
く
ん
と
チ
ョ

コ
と
は
、
ボ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
、
じ
ゃ
れ

あ
っ
た
り
す
る
間
柄
。
近
く
の
川
ま
で
行

っ
て
遊
ぶ
の
が
大
好
き
で
す
。
チ
ョ
コ
は

女
の
子
。
佑
太
く
ん
と
康
平
く
ん
に
と
っ

て
、
か
わ
い
い
妹
の
よ
う
な
存
在
の
よ
う

で
す
。

毎
日
の
散
歩
は
、
主
に
佑
太
く
ん
の
担

当
で
す
。
夕
方
５
時
ご
ろ
、
家
の
周
囲
を

一
回
り
す
る
の
が
日
課
。
こ
の
日
も
、
鎖
く
さ
り

か
ら
散
歩
用
の
紐ひ

も

に
取
り
替
え
て
も
ら
う

と
、
チ
ョ
コ
は
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
一
直

線
に
走
り
出
し
ま
し
た
。

見
る
か
ら
に
元
気
い
っ
ぱ
い
の
チ
ョ
コ

で
す
が
、
実
は
最
近
、
体
調
が
よ
く
な
い

と
き
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
き
つ
け
を
起
こ

し
、
意
識
が
遠
く
な
り
苦
し
そ
う
な
チ
ョ

コ
を
、
家
族
み
ん
な
で
看
病
す
る
日
が
あ

り
ま
し
た
。
佑
太
く
ん
た
ち
も
、
夜
中
の

１
時
を
過
ぎ
て
も
チ
ョ
コ
の
側
を
離
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

チ
ョ
コ
が
病
気
の
間
、
心
配
の
あ
ま
り

目
に
涙
を
浮
か
べ
て
い
た
佑
太
く
ん
と
康

平
く
ん
。
し
か
し
、
お
母
さ
ん
の
恵
子
さ

ん
に
心
配
を
か
け
ま
い
と
、
家
の
外
で
涙

を
ぬ
ぐ
う
気
遣
い
も
み
せ
ま
し
た
。
そ
の

様
子
を
見
て
、
恵
子
さ
ん
は
二
人
の
成
長

を
感
じ
た
そ
う
で
す
。「
チ
ョ
コ
は
、
家
族

に
優
し
さ
を
く
れ
た
ん
で
す
」
と

―
。

恵
子
さ
ん
は
、「
だ
ん
だ
ん
年
を
と
っ
て

き
て
、
チ
ョ
コ
の
体
も
衰
え
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
家
族
の
一
員
で
す
か
ら
、
最

後
ま
で
面
倒
を
み
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
川
崎
さ
ん
の
家
族
と
チ

ョ
コ
と
の
心
豊
か
な
暮
ら
し
が
続
い
て
い

き
ま
す
。

「チョコは家族に優しさをくれました」と語る川崎恵子さん（左：亀崎
東）。佑太くん（右：大王谷中２年）とチョコ。康平くん（中央：大王
谷小５年）。川崎さん宅は、お父さんの道雄さんも入れて４人家族（※
チョコを入れて４人と１匹。道雄さんは、この日は、残念ながらお仕
事でお留守でした）。

特 

集 

犬の登録・狂犬病予防注射実施日程 

　　　愛犬チョコが　　 
　くれたもの 
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ホームの教養講座へ
17年度前期教養講座の受講生募集

ホームの教養講座は、働く青少年が余暇活動の

中で教養や知識を身につけ、お互いの親睦を深め、

豊かな人間性を育てることを目的に開いていま

す。平成17年度前期教養講座（平成17年４月～

平成17年９月）の受講生を募集します。

●開講式 ４月８日(金)午後７時／勤労青少年ホ

ーム

●受講料 無料（ただし、材料代等は自己負担）

●応募資格 市内に居住または勤務する勤労青少

年で、年齢が35歳未満の人（職業訓練校生、求職

中の人、家内労働者を含む）

●応募方法 ３月１日（火）から３月25日（金）

までに、ホーム利用証交付申請書に傷害保険料５

００円と前期友の会費５００円（６か月分）を添

えてホームに申し込んでください（定員になり次

第、締め切ります）。

申請書は、ホーム１階事務室にあります。

●問い合わせ 日向市勤労青少年ホームへ。

昼間152―２１１１内線２８１１

夜間152―２１１５

本
県
で
も
、
犬
に
か
ま
れ
る
人
が
あ
と

を
た
ち
ま
せ
ん
。
か
ま
れ
た
人
は
、
か
ん

だ
犬
が
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
毎
年
、
き

ち
ん
と
受
け
て
い
る
か
を
心
配
し
ま
す
。

受
け
て
い
な
い
場
合
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

飼
主
は
、
室
内
犬
、
繁
殖
用
の
犬
、
猟

犬
、
他
か
ら
預
か
っ
て
い
る
犬
な
ど
、
飼

育
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
犬
に

つ
い
て
生
涯
１
回
の
登
録
、
年
１
回
の
注

射
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

犬
の
糞
の
後
始
末
な
ど
の

基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

①
犬
の
糞
を
公
園
や
道
路
に
放
置
す
る
こ

と
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
散
歩
の
際
は
、

ゴ
ミ
袋
を
持
参
し
、
持
ち
帰
る
。

②
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
し
な
い
。
ま
た
、

犬
を
つ
な
い
で
い
る
紐ひ

も

や
鎖

く
さ
り

、
飼
育
し
て

い
る
檻お

り

や
小
屋
の
安
全
点
検
を
定
期
的
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
「
隣
の
犬
が
吠ほ

え
て
う
る
さ
い
」
な
ど

の
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
飼
主
は

定
期
的
に
散
歩
を
さ
せ
る
な
ど
飼
育
管
理

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

繁
殖
防
止
の
た
め
に

不
妊
、
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
よ
う

保
健
所
に
は
、
毎
年
多
く
の
犬
や
猫
が

引
き
取
ら
れ
ま
す
。
子
犬
や
子
猫
が
生
ま

れ
た
が
、
育
て
ら
れ
な
い
、
も
ら
い
手
も

い
な
い
と
い
う
の
が
主
な
理
由
で
す
。

動
物
を
家
族
同
然
に
扱
う
人
も
い
れ
ば
、

動
物
の
命
を
軽
く
見
て
い
る
人
も
い
る
よ

う
で
す
。

将
来
、
子
ど
も
を
産
ま
せ
、
育
て
る
つ

も
り
が
な
い
の
な
ら
繁
殖
防
止
の
た
め
に

不
妊
、
去
勢
手
術
を
し
て
飼
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
は
、
家
族
の
一
員
で
す
。
愛
情

を
こ
め
て
接
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
生
活
相
談
係
（
1
内
線
２
１
３
９
）

日
向
保
健
所
衛
生
環
境
課（
1
52
―
５
１
０
１
）

犬の登録・狂犬病予防注射日程

月　　日 時　　間場　　所
９：３０～　９：４０宮の下公民館
９：５０～１０：００高松公民館
１０：１０～１０：２０落鹿公民館
１０：３０～１０：４０別府営農研修センター
１３：３０～１３：４０遠見公民館
１３：５５～１４：０５美々津支所
１４：１５～１４：３０美々津老人福祉センター
１４：４０～１４：５０駅通り公民館
９：３０～　９：４０田の原公民館
９：５５～１０：０５余瀬営農研修センター
１０：２０～１０：３５飯谷公民館
１３：３０～１３：４０美砂公民館
１３：５５～１４：１０学校給食共同調理場
１４：２０～１４：３０秋山公民館
１４：４０～１４：５０向洋台公民館
９：３０～　９：４０幸脇公民館
１０：０５～１０：１５籾木集落センター
１０：３０～１０：４０鵜毛公民館
１３：３０～１３：４５金ケ浜公民館
１３：５５～１４：０５笹野西公民館
１４：２０～１４：３０本村公民館
１４：４０～１４：５０曙公民館
９：３０～　９：４５切島山１区公民館
１０：００～１０：４０松原公民館
１３：３０～１４：００切島山２区公民館
１４：１０～１４：３０切島山２区菜切集会所
９：３０～　９：４０川路団地集会所
９：５５～１０：３０比良公民館
１３：３０～１３：４５山下公民館
１４：００～１４：４０往還公民館
９：３０～　９：４０永田集落センター
９：５５～１０：１０奥野集落センター
１０：２５～１０：４０中村農村婦人の家
１３：３０～１３：４５高見橋通り公民館
１４：００～１４：１５西草場公民館
１４：２５～１４：５０市立図書館前
９：３０～　９：４５新財市集会所
１０：００～１０：１０西川内公民館
１０：２０～１０：３５　　本谷営農研修センター
１３：３０～１３：４５北町２区自治公民館
１３：５５～１４：１５迎洋園公民館
１４：２５～１４：４５不動寺公民館
９：３０～　９：５０幡浦公民館
１０：００～１０：３０細島保育所北側
１３：３０～１３：５０細島支所
１４：０５～１４：４０曽根公民館
９：３０～　９：５０曽根３丁目公園
１０：００～１０：２０江良公民館
１３：３０～１３：４０日知屋公民館
１３：５０～１４：２０長江公民館
９：３０～１０：３０堀一方公民館
１３：３０～１４：００亀崎東公民館
１４：１５～１４：４０花ケ丘公民館
９：３０～　９：４５梶木公民館
９：５５～１０：２０庄手公民館
１３：３０～１３：４５鶴町児童公園
１４：００～１４：２０下原町公民館
１４：３０～１４：５０永江公民館
９：３０～　９：４５亀崎中公民館
１０：００～１０：４０大王谷公民館
１３：３０～１３：４５高砂児童公園
１４：００～１４：３０日向保健所

４月

７日

（木）

８日

（金）

11日

（月）

12日

（火）

13日

（水）

14日

（木）

15日

（金）

19日

（火）

20日

（水）

24日

（日）

21日

（木）

22日

（金）

９：３０～　９：５０美々津支所
１０：０５～１０：２５南日向コミュニティセンター
１０：５０～１１：５０日知屋公民館
１３：３０～１４：００細島支所
１４：１５～１５：００日向保健所

18日

（月）

※都合のよい日時・会場をご利用ください。平日都合が悪い人は４月
24日（日）にどうぞ。また、期間以外でも、お近くの動物病院で予防
注射を受けることができます。

狂
犬
病
と
は

近
年
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、

口
蹄
疫

こ
う
て
い
え
き

な
ど
日
本
で
は
長
年
発
生
し
て
い

な
い
、
も
し
く
は
発
生
し
な
い
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
て
い
た
感
染
症
が
発
生
し
、
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
は
、
日
本
で
は
昭
和
32
年
以
降

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
近
隣
の
中
国
、

韓
国
を
は
じ
め
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
国

や
地
域
で
発
生
し
て
お
り
、
人
間
が
感
染

す
る
と
１
０
０
％
死
亡
す
る
極
め
て
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。
国
際
交
流
が
盛
ん
に
な

っ
た
現
在
、
日
本
は
、
狂
犬
病
の
侵
入
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
し
た
犬
の

唾だ

液
か
ら
か
み
傷
な
ど
に
よ
り
感
染
し
ま

す
。
狂
犬
病
は
犬
だ
け
の
病
気
で
は
な
く
、

基
本
的
に
人
間
を
は
じ
め
哺ほ

乳
動
物
に
感

染
し
ま
す
。

狂
犬
病
な
ど
の
動
物
感
染
症
を

防
ぐ
に
は

①
犬
に
狂
犬
病
の
予
防
注
射
（
年
１
回
）

を
受
け
さ
せ
、
登
録
（
生
涯
１
回
）
を
す

る
。

②
ペ
ッ
ト
に
口
移
し
で
エ
サ
を
与
え
る
な

ど
の
過
剰
な
ふ
れ
あ
い
は
控
え
る
。

③
動
物
に
さ
わ
っ
た
ら
、
必
ず
手
を
洗
う
。

ま
た
、
動
物
の
身
の
回
り
も
清
潔
に
す
る
。

④
糞
尿
は
、
放
置
せ
ず
速
や
か
に
処
理
す

る
。

⑤
室
内
で
鳥
な
ど
を
飼
う
場
合
は
、
換
気

を
心
が
け
る
。

⑥
公
園
や
砂
場
で
遊
ん
だ
ら
、
必
ず
手
を

洗
う
。

⑦
輸
入
動
物
の
家
庭
内
で
の
飼
育
は
避
け

る
。

⑧
動
物
由
来
感
染
症
に
感
染
し
て
も
、
カ

ゼ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
に
似
た
症
状

が
出
る
場
合
が
多
く
、
病
気
の
発
見
が
遅

れ
が
ち
で
す
。
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際

は
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育
状
況
に
つ
い
て
も
医

師
に
話
す
と
よ
い
。

⑨
ペ
ッ
ト
の
定
期
受
診
を
受
け
る
な
ど
、

日
常
の
健
康
管
理
に
注
意
し
、
病
気
を
早

め
に
見
つ
け
る
。

⑩
ペ
ッ
ト
の
か
か
り
つ
け
動
物
病
院
を
も

ち
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
づ
く
り
を

す
る
。

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は

必
ず
受
け
さ
せ
る

安
心
し
て
家
族
と
愛
犬
が
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に

生
涯
１
回
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

ゴルフ教室 〃 10人〃 午後７時～９時
ボール代個人負担

バドミントン
教室

〃 50人〃 午後７時～９時30分
羽根代(ラケットは個人)

陶芸教室 〃 30人
木曜日
(第2・4)

午後７時～９時
材料代(１回700円程度)

パソコン教室 〃

〃

10人木曜日 午後６時30分～９時
フロッピー代等個人負担

テニス教室 30人木曜日 午後７時～９時30分
ボール代(ラケットは個人準備)

いけ花教室
（小原）

〃 35人金曜日 午後６時30分～９時
材料代(１回600円程度)

講　座　名 期　間 定　員曜　日 時間／経費
いけ花教室

（池坊）
６か月 35人月曜日 午後６時30分～９時

材料代(１回600円程度)

絵画教室 〃 10人〃 午後６時30分～９時
道具は個人で準備

料理教室 〃 35人火曜日 午後６時30分～９時
材料代(１回500円程度)

茶道教室 〃 20人〃 午後６時30分～９時
菓子代(1か月500円程度)

着付教室 〃 20人水曜日 午後６時30分～９時
着物類は個人で準備

※講座開始後、定員に満たない場合は、途中からでも受け
付けます。このほかにも自主クラブとして、「ミニバレー
ボール」があり、随時募集しています。

特 

集 

犬の登録・狂犬病予防注射実施日程 

　　　愛犬チョコが　　 
　くれたもの 
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収入役

議　員

1.60月分 1.70月分 ━ 3.30月分

865,000円市　長

助　役 692,000円

618,000円

433,000円

379,000円

358,000円

給料・報酬区　分
12月期 ３月期
期　末　手　当

６月期 計

議　長

副議長

1.60月分 1.70月分 ━ 3.30月分

４

８

７

区　分

区　　分
平成15年度

住民基本台帳人口
H16.3.31現在 58,882人

歳出額A
23,354,821千円

人件費B
4,147,150千円

人件費率B／A
17.8%

区　　分

平成16年度

職員数A

482人

給　　　与　　　費
給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　B

１人当たり給与費
B／A

2,016,022千円 328,072千円 817,349千円 3,161,443千円 6,559千円

区　分

日向市

国

一般行政職
平均給料月額 平均年齢
343,911円

327,555円

42.3歳

40.2歳

区　　分 経験年数10年経験年数15年経験年数20年

一　般
行政職

大学卒

高校卒

275,100円

226,200円

315,457円

279,400円

367,475円

322,525円

区　分
標準的な
職務内容
職員数
構成比

１級

主事

0人
0%

２級

主事

3人
1.1%

３級

主事

21人
7.7%

４級

主事

41人
15.1%

５級

主事

27人
10.0%

６級
主事・主査
係長・補佐
47人
17.3%

７級
主査

係長・補佐
94人
34.7%

８級
主幹
課長
36人
13.3%

９級

課長

2人
0.7%

計

━

271人
100%

区　分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の

加算措置

退職時

特別昇給

１人当たり

平均支給額

区　　分
日向市 国

決定初任給 採用２年経過日の給料月額 初任給 採用２年経過
日の給料月額

一　般

行政職

大学卒 170,700円 191,400円 170,700円 184,400円

143,000円 160,200円 138,800円 148,500円

日向市 国
自己都合(支給率) 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
21.0月分 28.0875月分 21.0月分 27.30月分

33.75月分 43.335月分 33.75月分 42.12月分

47.5月分 60.99月分 47.5月分 59.28月分

60.0月分 60.99月分 60.0月分 59.28月分

━
定年前早期退職特例措置

2%～20%加算
━

定年前早期退職特例措置
2%～20%加算

━
勧奨　２号
定年　１号

━ ━

━
25,319
千円

━ ━

日向市 国
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期

12月期

３月期

計

1.40月分 0.70月分 1.40月分 0.70月分

1.60月分 0.70月分 1.60月分 0.70月分

━ ━ ━ ━

3.00月分 1.40月分 3.00月分 1.40月分

その他の

加算措置
職制上の段階、職務の級
等による加算措置　　有

職制上の段階、職務の級
等による加算措置　　有

高校卒

１人件費の状況（普通会計決算）

２職員給与費の状況（普通会計予算）

３職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 職員の初任給の状況

５職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

６一般行政職の級別職員数の状況

職員手当の状況
(１)期末・勤勉手当 (２)退職手当

特別職の報酬などの状況（平成16年4月１日適用）

（注）人件費には、特別職の給与及び報酬を含みます。

（注）１.特別職、教育長を除きます。
２.職員手当には、退職手当は含みません。
３.給与費は、平成16年度当初予算に計上された額であり、給与改定分として0.5%を含みます。

（注）日向市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した

職員に支給された平均額です。

市
職
員
の
給
与
な
ど
を
公
表
し
ま
す

市
職
員
の
給
与
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
議
会
の
審
議
を
経
て
条
例
や
規

則
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
の
、
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲

■
発
行
日
程
表

※
今
回
、
各
地
で
補
助
券
を
発
行
す
る
対
象
者
は
、
①
す
で
に
「
悠
々
パ
ス
」
の
期
限
が
切
れ
て
い

る
人
②
４
月
末
ま
で
に
期
限
が
切
れ
る
人
③
初
め
て
補
助
を
受
け
る
人
で
す
。

５
月
以
降
に
切
替
を
迎
え
る
人
は
、
後
日
、
市
役
所
窓
口
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
地
区
を
巡

回
し
て
い
る
期
間
は
、
市
役
所
で
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

●
問
い
合
わ
せ
　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
対
策
室
　
高
齢
者
福
祉
係
（
1
内
線
２
１
６
８
）

中村　新財市
塩見ケ丘 奥野
永田　千束口
権現原

塩
見
農
村
婦
人
の
家

３
月
15
日
（
火
）

対象地区

午前９時30分～11時30分　　午後１時30分～３時00分

場所

新町地区
富高地区
日知屋枝郷地区
日知屋本郷地区
（堀一方、曽根、
幡浦を除く）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

山下　比良　
川路　往還　松
原　切島山１区
切島山２区　
長江　秋山
向洋台　

切
島
山
２
区
公
民
館

３
月
16
日
（
水
）

堀一方　曽根
幡浦　清正　
吉野川　地蔵
八坂　庄手向
八幡　高々谷
伊勢　宮の上

細
島
公
民
館

遠見　幸脇　飯
谷　立縫　新町
石並　駅通り
宮の下 落鹿
高松　別府
余瀬　田の原

美
々
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
月
17
日
（
木
）

美砂　曙　本宮
笹野東　笹野中
笹野西　金ヶ浜
籾木　鵜毛　　

南
日
向
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対象地区場所日程

悠
々
パ
ス
の
切
替
時
期
で
は
？

市
内
在
住
で
満
70
歳
以
上
の
人
に
対

し
、
宮
崎
交
通
発
行
の
「
悠
々
パ
ス
」
の

購
入
費
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、
市
が
発
行
す

る
補
助
券
が
必
要
で
す
。

必
要
な
も
の

①
本
人
の
印
鑑（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

②
さ
わ
や
か
70
証
明
書

③
現
在
お
持
ち
の
「
悠
々
パ
ス
」（
持
つ

人
の
み
）

④
代
理
人
が
取
り
に
来
る
場
合
は
、
代
理

人
の
身
分
証
明
書
（
保
険
証
ま
た
は
運
転

免
許
証
）。

さ
わ
や
か
70
証
明
書
が
な
い
人
は
？

さ
わ
や
か
70
証
明
書
は
、
次
の
も
の
を

持
参
す
れ
ば
そ
の
場
で
交
付
し
ま
す
。

①
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

②
保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証

③
大
き
さ
が
2.5
×
３
㎝

セ
ン
チ

の
顔
写
真
（
正

面
を
向
い
て
は
っ
き
り
写
っ
て
い
る
も
の

で
、最
近
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
。

写
り
が
小
さ
い
も
の
は
不
可
）

④
代
理
人
が
取
り
に
来
る
場
合
は
、
代
理

人
の
身
分
証
明
書
（
保
険
証
ま
た
は
運
転

免
許
証
）。

地
区
巡
回
期
間
後
は

市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

３
月
18
日
以
降
は
市
役
所
西
別
館
、
日

向
市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
内
の
高
齢
者

福
祉
係
（
昼
休
み
を
除
く
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
）
で
随
時
発
行
し
ま
す
。

４
月
以
降
で
も
必
要
と
な
っ
た
と
き

に
、前
記
の
必
要
な
も
の
を
持
参
す
れ
ば
、

即
日
交
付
で
き
ま
す
。

区　　分
職員数

15年度 16年度

一
般
行
政
部
門

議会

総務企画

税務

民生

衛生

農林水産

商工

土木

小計

主な増減理由

6

87

29

56

61

24

13

56

332

6

86

29

54

65

24

13

56

333

0

増減数

△1

0

△2

4

0

0

0

1

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

教育

消防

小計

主な増減理由

水道

下水道

商工

小計

主な増減理由

その他

72

78

150

18

13

52

21

72

77

149

18

11

50

21

0

△1

△1

0

△2

△2

合計 534 532 △2

0

減
○所属部門の変更

減
○欠員の不補充

増
○効率的な行財政運営を促進するための体
制整備
○地域福祉計画策定業務増
○所属部門の変更
減
○議長車の廃止による運転手の配置換え
○所属部門の変更

部門別職員数　（各年４月１日）９



9 8

■松竹洋裁学校の生徒募集（４月生）
＜洋裁生徒募集＞
●入学日 ４月８日（金）午前10時（入学日以降

も随時受付）

●入学資格 中学校卒業以上（年齢の上限なし）。

●授業日 週３日（月・水・金）昼間部／午前10

時～午後３時、夜間部／午後７時～午後９時

※特定コース　土曜日午後１時30分～午後３時

30分

＜アメリカンフラワー生徒募集中＞
●授業日 木曜日　午前10時～午後3時

■申込・問い合わせ 詳しくは、松竹洋裁学校

（財光寺山下）へお問い合わせください（154―

2253）。

■バスケット好き集まれ―。
“ＧＲＯＷＳ”がメンバー募集中
私たちは、“ＧＲＯＷＳ”（グローズ）というバ

スケット好きの集まったチームです。中学生から

大人まで、幅広い年齢層のメンバーが週3回、練

習しています。また、県のリーグ戦や県北地区の

大会にも参加しており、少しでも結果を残せるよ

う、男女でいっしょに頑張っています。

最近は、仕事が忙しいなどの理由で練習に参加

する人数が減っています。バスケットの大好きな

かた、興味のあるかた、気軽に練習に参加（見学）

しに来てください。ホームページに詳しいことが

書いてあるので、ぜひご覧になってください。

●日時 毎週 月・水・金曜日、午後8時～10時

●場所 門川中学校体育館（月・水）、日向高校

体育館（金）

●対象者 バスケットの好きなかた（経験・年齢

を問いません）

●ホームページアドレス
http://www.h7.dion.ne.jp/^grows

●問い合わせ 梅田まで（1090－6429－6180）。

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課（1内線２２３４）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

市市政の動き

へ
の
表
彰
式
も
あ
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
給
食
の
試
食
が
大
人
気
で
、

楽
し
み
に
し
て
来
た
人
た
ち
の
長
い
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
メ
ニ

ュ
ー
は
、
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
、
千
切
り

大
根
サ
ラ
ダ
、
パ
ン
と
牛
乳
。
学
校
給

食
共
同
調
理
場
で
つ
く
ら
れ
た
、
で
き

た
て
３
０
０
食
が
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

試
食
会
場
で
は
「
お
い
し
い
」「
ま
た

来
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

調
理
室
で
は
、
親
子
料
理
教
室
も
開

か
れ
て
い
て
、
参
加
し
た
親
子
た
ち
は
、

朝
早
く
、
塩
見
奥
野
に
あ
る
生
産
農
家
の

畑
に
、
大
根
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
に
出

か
け
て
、
生
産
者
か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
材
料
を
調
達
し
ま
し
た
。

調
理
室
で
は
、
講
師
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、親
子
で
協
力
し
て
古
代
米
の
赤
飯
、

ブ
リ
大
根
や
か
ぼ
ち
ゃ
の
す
い
と
ん
作
り

に
挑
み
ま
し
た
。

学
校
給
食
フ
ェ
ア
は
、
毎
年
、
給
食
を

通
し
て
児
童
の
食
生
活
を
見
直
し
、
あ
わ

せ
て
地
産
地
消
を
進
め
る
こ
と
が
目
的
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
も
っ
と
広
く
理

解
し
て
も
ら
お
う
と
学
校
給
食
フ
ェ
ア

２
０
０
５
が
１
月
29
日
、
大
王
谷
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
大
勢

の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
地
元
で
と
れ
た
野
菜
の
販

売
、
学
校
給
食
の
試
食
、
給
食
調
理
器

具
の
展
示
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
ェ
ア
に
あ
わ
せ
て
市
内
の
小
中
学
校

か
ら
募
っ
た
、
学
校
給
食
を
テ
ー
マ
に

し
た
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
、
習
字
、
食
器

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
最
優
秀
者
な
ど

給
食
フ
ェ
ア
２
０
０
５
が
に
ぎ
わ
う

試
食
会
場
で
「
お
い
し
い
」「
ま
た
来
た
い
」
の
声

訓
練
に
は
日
向
市
、
日
向
市
消
防
本

部
、
日
向
警
察
署
、
日
向
市
東
臼
杵
郡

医
師
会
、
宮
崎
交
通
㈱
、
上
日
向
自
動

車
㈱
、
消
防
団
な
ど
か
ら
１
４
７
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

事
故
の
報
告
を
受
け
て
、
消
防
長
は

集
団
救
急
事
故
で
あ
る
と
判
断
。
集
団

救
急
第
３
出
動
を
指
令
す
る
と
と
も
に

市
長
に
報
告
し
、
消
防
団
に
出
動
を
要

請
し
ま
し
た
。
市
長
は
、
直
ち
に
医
師

会
な
ど
関
係
機
関
の
出
動
を
要
請
し
ま

し
た
。
現
場
に
、
救
急
隊
や
警
察
官
が

急
い
で
到
着
。
救
急
隊
員
が
工
作
車
を
使

い
、
車
か
ら
け
が
人
を
救
出
し
ま
し
た
。

バ
ス
か
ら
は
、
担
架
で
け
が
人
が
運
び

出
さ
れ
、
設
置
さ
れ
た
エ
ア
テ
ン
ト
や
シ

ー
ト
な
ど
に
い
っ
た
ん
保
護
さ
れ
る
と
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
決
め
ら
れ
た
搬
送
手
順
に

従
い
、
各
病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

搬
送
に
は
救
急
車
の
ほ
か
、
上
日
向
自

動
車
㈱
の
大
型
福
祉
タ
ク
シ
ー
も
協
力
。

け
が
人
を
何
度
も
病
院
ま
で
運
ん
で
い
ま

し
た
。
事
故
発
生
か
ら
50
分
ほ
ど
で
現
場

で
の
救
護
活
動
を
完
了
。
黒
木
市
長
は

暴
走
し
た
車
が
バ
ス
に
衝
突
し
、
大

勢
の
負
傷
者
が
出
た
と
想
定
し
て
２
月

５
日
、
集
団
災
害
事
故
救
急
救
護
訓
練

が
大
王
谷
運
動
公
園
駐
車
場
で
あ
り
ま

し
た
。

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
ま
た
は
通
常

の
出
動
体
制
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
、

交
通
機
関
な
ど
の
大
き
な
災
害
で
多
く

の
負
傷
者
が
出
る
こ
と
を
想
定
し
て
、

関
係
す
る
機
関
が
協
力
し
て
素
早
く
、

安
全
に
負
傷
者
を
救
出
し
た
り
救
護
し

た
り
す
る
た
め
の
訓
練
で
す
。

集
団
災
害
事
故
救
急
救
護
訓
練
が
開
か
れ
ま
し
た

災
害
や
大
き
な
交
通
事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
備
え
て
訓
練

で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
車
イ
ス
専
用

福
祉
タ
ク
シ
ー
１
台
、
小
型
福
祉
タ
ク

シ
ー
10
台
が
市
内
を
走
っ
て
い
ま
す

（
詳
し
く
は
上
日
向
自
動
車
㈱
1
54
―
５

４
５
４
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
）。

「
訓
練
を
通
し
て
関
係
機
関
と
の
連
携
が

と
れ
て
初
期
の
目
的
が
果
た
せ
ま
し
た
。

も
し
も
の
時
に
は
万
全
を
期
し
て
く
だ

さ
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

車
イ
ス
や
寝
た
ま
ま
で
も

乗
車
で
き
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
が
活
躍

上
日
向
自
動
車
㈱
の
大
型
福
祉
タ
ク

シ
ー
は
、
車
イ
ス
の
人
、
寝
た
き
り
の

人
が
外
出
す
る
と
き
も
、
車
イ
ス
、
ま

た
は
寝
た
ま
ま
で
乗
車
で
き
る
リ
フ
ト

が
付
い
て
い
て
、
と
て
も
便
利
（
通
常

は
予
約
制
）。
今
回
の
訓
練
で
も
、
身
動

き
で
き
な
い
け
が
人
の
病
院
搬
送
に
大

活
躍
し
ま
し
た
。
こ
の
車
は
、
利
用
者

の
ア
イ
デ
ア
次
第
で
さ
ま
ざ
ま
な
用
途

に
活
用
で
き
、
重
度
障
害
者
券
が
利
用
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２
０
０
５
福
祉
の
つ
ど
い
が
２
月
６

日
、
日
向
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
ま
し
た
。
福
祉
施
設
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
出
し
て
い
た
、

焼
き
鳥
屋
、
駄
菓
子
屋
、
お
で
ん
屋

や
う
ど
ん
店
が
人
気
で
し
た
。
衣
類

や
日
用
品
な
ど
の
出
品
が
多
か
っ
た

バ
ザ
ー
も
大
盛
況
。
玄
関
前
広
場
に

つ
く
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
紙
芝

居
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
語
り
手

の
話
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

■福祉のつどいが大盛況

今
回
で
３
回
目
と
な
る
市
長
室
開
放

が
１
月
28
日
、
市
長
室
で
開
か
れ
ま

し
た
。
市
民
ら
男
女
15
人
が
、
黒
木

市
長
と
気
軽
に
会
話
を
楽
し
み
ま
し

た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
雇
用
問
題
、

企
業
誘
致
、
東
郷
町
と
の
合
併
に
つ

い
て
の
疑
問
な
ど
が
、
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
黒
木
市
長
は
、
分
か
り
や

す
く
事
例
を
あ
げ
て
説
明
。
ま
た
、

自
ら
が
目
指
す
市
政
に
つ
い
て
も
語

る
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

■気軽に市長と会話を―。

知
的
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
「
ス
ペ

シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
冬
季
世
界

大
会
」
へ
の
「
宮
崎
５
０
０
万
人
ト

ー
チ
ラ
ン
Ｉ
Ｎ
日
向
」
が
１
月
22
日
、

中
心
市
街
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。
多

く
の
市
民
た
ち
が
参
加
し
、
中
心
市

街
地
を
一
周
。
新
名
慶
顕
く
ん
（
日

向
養
護
学
校
小
学
部
５
年
）
が
到
着
し

た
ラ
ン
プ
か
ら
採
火
。
那
須
史
典
く

ん
（
日
知
屋
東
小
２
年
）
が
受
け
取

り
、
聖
火
台
に
点
火
し
ま
し
た
。

■長野につなぐ聖火リレー

学
校
給
食
用
食
器
の
図
柄
が
３
学
期

か
ら
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
募
集
に

は
、
市
内
の
小
学
生
２
７
７
人
、
中

学
生
10
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

江
藤
麻
里
絵
さ
ん
（
大
王
谷
小
３

年
・
海
の
中
を
泳
ぐ
魚
）
と
山
内
悠

里
さ
ん
（
日
向
中
３
年
・
波
乗
り
ひ

ょ
っ
と
こ
）
の
案
を
合
作
し
て
採
用
。

絵
は
、
海
の
幸
魚
と
日
向
を
代
表
す

る
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
の
絵
で
す
。
給

食
が
ま
す
ま
す
楽
し
く
な
り
ま
す
。

■給食食器の図柄がいいね

10

萩
本
欽
一
さ
ん
を
監
督
と
す
る
野
球

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル

ズ
」
が
２
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
期

間
、
お
倉
ヶ
浜
総
合
公
園
野
球
場
で
キ

ャ
ン
プ
を
張
り
ま
し
た
。
６
日
、
上
町

の
ひ
ゅ
う
が
十
街
区
パ
テ
ィ
オ
で
開
か

れ
た
歓
迎
式
で
は
、
約
１
５
０
０
人
の

市
民
が
出
迎
え
ま
し
た
。

歓
迎
式
は
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
パ

ン
チ
佐
藤
さ
ん
、
極
楽
と
ん
ぼ
の
山
本

圭
壱
さ
ん
、
元
オ
リ
ッ
ク
ス
の
副
島
孔

太
さ
ん
、
野
球
の
日
本
女
子
代
表
片
岡

安
祐
美
さ
ん
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
ジ
ャ

ン
バ
ー
姿
で
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
。
萩
本

さ
ん
の
ゆ
か
い
な
ト
ー
ク
に
、
終
始
、

笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

７
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
日
向
美
々
津
支
店

付
近
の
畑
で
ダ
イ
コ
ン
収
穫
の
手
伝
い
。

こ
れ
は
、
欽
ち
ゃ
ん
流
の
労
働
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
、
通
称
「
欽
ト
レ
」。
キ
ャ
ン

プ
中
は
、
農
作
業
、
漁
業
、
海
岸
清
掃

を
野
球
の
練
習
に
加
え
て
行
い
ま
し
た
。

９
日
に
は
、
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉

お
舟
出
の
湯
の
名
誉
館
長
に
就
任
し
た

萩
本
さ
ん
。
サ
イ
ン
の
要
求
に
長
い
列

が
で
き
、
萩
本
さ
ん
は
、
一
人
ひ
と
り

快
く
応
じ
て
い
ま
し
た
。

11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
３
連
休
は
紅

白
戦
が
開
か
れ
、
連
日
、
市
内
外
か
ら

観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
連
休
最
終
日
の

13
日
に
は
、
１
万
８
千
人
の
観
客
。
欽

ち
ゃ
ん
効
果
で
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

紅
白
戦
で
は
、
萩
本
監
督
が
マ
イ
ク

を
握
り
、
選
手
の
プ
レ
ー
な
ど
を
ゆ
か

ゴールズとイーグルス
話題の２球団が日向キャンプ

い
に
解
説
。
ス
タ
ン
ド
か
ら
は
、「
ゴ
ー

ル
デ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
」
コ
ー
ラ
ス
隊

（
岩
切
素
子
さ
ん
指
導
）
が
、
選
手
が
打

つ
と
「
ナ
イ
ス
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
〜
」
、

「
欽
ち
ゃ
ん
走
り
で
そ
ー
れ
ー
行
け
」
と

歌
い
試
合
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

14
日
に
は
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
も
日
向
入
り
。
16
日
、
サ

ン
ド
ー
ム
日
向
で
激
励
品
の
贈
呈
式
が

あ
り
、
市
か
ら
宮
崎
地
鶏
50
キ
ロ
、
平

兵
衛
酢
ジ
ュ
ー
ス
10
箱
な
ど
、
Ｊ
Ａ
日

向
か
ら
は
、
は
ま
ゆ
う
ポ
ー
ク
50
キ
ロ

な
ど
の
目
録
が
田
尾
安
志
監
督
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

20
日
は
、
少
年
野
球
教
室
が
開
か
れ
、

市
内
外
か
ら
野
球
少
年
２
２
０
人
が
参

加
。
プ
ロ
の
選
手
か
ら
、
投
球
や
守
備

な
ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

長野県で開かれる世界大会へむけて
トーチに火を灯す市民

コーラスで試合を盛り上げたコーラスで試合を盛り上げた 
 
コーラスで試合を盛り上げた 
ゴールデンシスターズ 



大
人
に
負
け
な
い
、
力
強
く
高
い
技
術
を
兼
ね
備
え
た
太
鼓
の
響
き
、
い
ち
ど
聞
い
て
み
て

―
。

創
作
和
太
鼓
チ
ー
ム
天
地
鼓
響
・
少
年
隊

日
本
一
の
太
鼓
打
ち
が
夢

天地
てんち

鼓響
こきょう

・少年隊
天地鼓響結成の翌年、平成14年に結成。
その太鼓の響きは、大人に負けない力
強さと技術を持つ。この夏、台湾で公
演することが決まった（海外初公演）。

13 12

日
本
人
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

最
近
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ル
ー
ミ

ー
ト
（
カ
ン
ガ
ル
ー
の
お
肉
）

が
大
人
気
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

柔
ら
か
く
、
く
せ
が
な
い
健

康
的
な
食
材
だ
か
ら
で
す
。

昔
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
）

し
か
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
美
味
し
く
て
、
体
重
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
減
少
に

効
果
的
な
の
で
、
最
近
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス
ー
パ
ー

や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
売
っ
て

い
ま
す
。

実
は
、
私
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
ル
ー
ミ
ー
ト
を
食
べ

た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、

（
日
本
で
）
通
信
販
売
で
売

っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
前
カ

ン
ガ
ル
ー
・
シ
チ
ュ
ー
を
作

っ
て
み
ま
し
た
。
本
当
に
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
ぜ
ひ
、

お
肉
が
好
き
な
か
た
に
お
勧

め
で
す
。

「
ク
レ
イ
グ
の
上
級
英
会
話

教
室
」
受
講
生
を
募
集

初
め
て
上
級
ク
ラ
ス
の
英

会
話
教
室
を
開
く
の
で
、
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
間

４
月
〜
６
月

●
場
所

中
央
公
民
館

●
講
師

国
際
交
流
員

ク
レ
イ
グ
・
ク
レ
イ
カ
ー

●
内
容

上
級
（
地
球
規
模

の
問
題
等
に
つ
い
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
討
論
）

●
受
講
料

無
料

●
対
象

市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
し
て
い
る
人
で
日
常

英
会
話
が
で
き
る
人

●
ク
ラ
ス

毎
週
水
曜
日
午

後
７
時
〜
８
時
半

●
応
募
締
切

３
月
25
日

（
金
）

●
申
込
先

総
務
課
（
1
内

線
２
２
２
３
、
黒
木
ま
た
は

ク
レ
イ
グ
ま
で
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職

場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い

ま
し
た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
1
内
線
２
２
３
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
係
が
写
真
を

撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

マイブームはＬＵＳＨ
ラッシュ

の入浴剤です
九州ジャスコ日向店で働いています。大分市の

LUSH
ラッシュ

というお店にある入浴剤で、お風呂に入る

のが大好きです。バニラや柑きつ類の香りがいい

ですよ。休日は、青年団でボランティアをしたり、

日向ひまわりレディとしても活動しています。

矢野　敬子さん（21歳：江良町２）

働きながら看護師をめざす
准看護師です。働きながら、夜、延岡高等看護専

修学校に通っています。入院したことがあり、そ

のときの看護師さんとの出会いが看護の道を志し

たきっかけです。また、BOUNCE
バウンス

というパンク

バンドをつくり、友だち４人と活動しています。

若藤　淳
じゅん

さん（25歳：公園通り）

大人気のルーミー
トって知ってる？

市役所は152－2111・市政テレホンサービスは152－2000

このまちの人たち

延
岡
と
日
向
の
メ
ン
バ
ー
で
作

り
上
げ
た
創
作
和
太
鼓
チ
ー
ム
天

地
鼓
響
。
結
成
は
平
成
13
年
で
、

天
と
地
に
鼓

つ
づ
み

を
響
か
せ
故
郷
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を

込
め
て
つ
け
た
名
前
。
祭
り
、
イ

ベ
ン
ト
、
養
護
施
設
な
ど
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
や
小
学
校
、
中

学
校
で
の
公
演
活
動
も
す
る
。

人
気
上
昇
中
な
の
が
、
そ
の
少

年
隊
（
写
真
）。
小
学
生
か
ら
高

校
生
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
が
天
地
鼓

響
と
活
動
を
共
に
し
て
い
る
。
厳

し
い
練
習
を
こ
な
し
、
繰
り
出
す

太
鼓
の
響
き
は
、
大
人
に
負
け
な

い
力
強
さ
と
技
術
を
兼
ね
備
え

る
。
し
の
笛
の
音
は
、
ど
こ
に
も

負
け
な
い
自
信
が
あ
る
。
昨
年
は

田
野
町
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

最
優
秀
賞
に
輝
き
、
宮
崎
県
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
大
会
団
体
の
部
で
も

準
優
勝
し
た
。
大
太
鼓

お
お
だ
い
こ

一
人
打
ち

で
も
最
優
秀
賞
と
輝
か
し
い
活

躍
。
少
年
隊
は
、
こ
の
夏
、
台
湾

で
、
初
の
海
外
公
演
が
決
ま
っ
た
。

日
本
一
の
太
鼓
打
ち
を
夢
み
て

厳
し
い
練
習
に
は
げ
ん
で
い
る
。

クレイグ・クレイカー
オーストラリア出身
日向市国際交流員
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市 民 活 動

家
族
や
知
人
と
の
連
絡
に
活
用

で
き
ま
す
。

●
伝
言
の
録
音
方
法

①
１
７
１→

１→

ガ
イ
ダ
ン
ス

が
流
れ
る
。
②
被
災
地
の
人
は
自

宅
の
電
話
番
号
を
被
災
地
以
外
の

人
は
被
災
地
の
人
の
電
話
番
号
を

市
外
局
番
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
。

●
伝
言
の
再
生
方
法

①
１
７
１→

２→

ガ
イ
ダ
ン
ス

が
流
れ
る
。
②
被
災
地
の
人
は
自

宅
の
電
話
番
号
を
被
災
地
以
外
の

人
は
被
災
地
の
人
の
電
話
番
号
を

市
外
局
番
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
。

15

環 境 問 題
近
年
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
状
況
に
つ
い
て
様
々
な
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
中
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
、
親
だ
け
で
は
な
く
地
域

で
守
ろ
う
と
い
う
機
運
が
各
地
に

広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
北
摂
ほ
く
せ
つ

こ

ど
も
文
化
協
会
」
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。
同
協
会
は
、
大
阪
府
池

田
市
に
あ
り
、
平
成
11
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
構
成
員

は
約
１
４
０
人
で
、
北
摂
を
中
心

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

設
立
の
目
的
は
、「
子
ど
も
の

権
利
条
約
」
の
普
及
と
推
進
を
基

本
理
念
と
し
、
地
域
の
文
化
や
芸

術
の
伝
承
と
発
展
を
進
め
る
こ
と

で
す
。
子
ど
も
の
育
ち
の
場
は
学

校
中
心
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
視

点
を
変
え
、
地
域
に
お
け
る
子
ど

も
の
育
ち
の
場
づ
く
り
や
居
場
所

づ
く
り
に
取
り
組
む
と
い
う
考
え

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
池

田
市
か
ら
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
の

管
理
運
営
を
受
託
し
て
お
り
、
セ

ン
タ
ー
に
集
う
子
ど
も
た
ち
へ
、

や
る
気
あ
ふ
れ
る
熱
く
楽
し
い
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
里
山
で
思
い
っ

き
り
遊
ぶ
「
ひ
と
山
ま
る
ご
と
プ

レ
イ
パ
ー
ク
」
や
、
各
テ
ー
マ
の

幼
児
教
室
で
の
「
引
き
出
す
育

み
」、
ま
た
、
自
己
実
現
を
目
指

す
「
太
鼓
集
団
」
等
で
す
。
ス
タ

ッ
フ
が
喜
ん
で
仕
事
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
積
極
性
・
創
造
力
・
ア

イ
デ
ア
等
が
あ
ふ
れ
、
人
件
費
も

各
自
の
ス
キ
ル
や
キ
ャ
リ
ア
に
よ

り
応
分
に
分
け
合
う
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
の
課
題
と
し
て
は
、
他
の
市
民

団
体
や
児
童
セ
ン
タ
ー
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
で
す
。

幼
い
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る

心
痛
む
事
件
が
起
こ
る
度
に
、
加

害
者
の
生
い
立
ち
が
検
証
さ
れ
ま

す
。
同
協
会
で
は
、
他
者
と
の
比

較
で
な
く
一
人
ひ
と
り
の
命
が
大

切
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
自
分

は
自
分
の
ま
ま
で
い
い
と
い
う
自

己
肯
定
の
心
を
育
む
こ
と
を
基
本

に
据
え
、
子
ど
も
の
心
に
そ
っ
た

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

女
性
行
政
・
市
民
活
動
推
進
室

(

1
内
線
２
２
１
８)

市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
一

緒
に
考
え
る
場
と
し
て
、
平
成
15

年
度
か
ら
「
環
境
市
民
会
議
」
を

開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
と
の
協
働

で
、
日
向
市
の
望
ま
し
い
環
境
目

標
を
定
め
た
環
境
基
本
計
画
の
策

定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
17

年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
出
さ
れ

た
意
見
を
も
と
に
、
日
向
市
の
環

境
を
守
り
、
良
く
し
て
い
く
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

で
き
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
実
際

の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ご
み
処
理
の
問
題
、

自
然
保
護
の
問
題
等
、
私
た
ち
の

生
活
に
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
楽
し
く

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
か
た
は
ぜ

ひ
参
加
し
て
、
あ
な
た
の
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
家
庭
や
、

地
域
、
会
社
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
日
向
市
の
良
好
な
環
境

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
参
加
者
は
今
後
も
随

時
募
集
し
て
い
き
ま
す
。
途
中
か

ら
の
参
加
で
も
歓
迎
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き

４
月
28
日
（
木
）
〜
翌

年
３
月
23
日(

木)

の
間
、
原
則
と

し
て
毎
月
１
回
、
第
４
木
曜
日
、

午
後
７
時
か
ら
２
時
間
程
度
。

●
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

●
対
象
者

市
内
に
在
住
も
し
く

は
勤
務
し
て
い
る
人

■
家
庭
用
電
動
生
ご
み
処
理

機
で
ご
み
の
減
量

市
で
は
、
ご
み
減
量
の
一
つ
と

し
て
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
、

電
気
で
乾
燥
し
て
減
容
・
処
理

（
乾
燥
式
）
し
た
り
、
微
生
物
の

力
で
分
解
・
処
理
し
た
り
す
る

「
家
庭
用
電
動
生
ご
み
処
理
機
」

の
購
入
費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
は
、
購
入
費
の
半
額

（
３
万
円
限
度
）
で
す
。

・
補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、

居
住
し
て
い
る
こ
と
。

②
家
庭
で
使
用
す
る
目
的
で
、
市

内
の
店
舗
に
お
い
て
処
理
機
を
購

入
し
た
こ
と
。

③
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
に
属
す

る
者
が
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
こ
と
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
。

・
申
請
に
必
要
な
書
類

①
電
動
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し

た
こ
と
を
証
す
る
領
収
書
。

②
メ
ー
カ
ー
保
証
書
の
写
し
。

③
口
座
振
込
先
が
わ
か
る
も
の
と

印
鑑
。

※
詳
し
く
は
、
購
入
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
業
務
第
１
係

（
1
53
―
２
２
５
６
）

災
害
は
突
然
襲
っ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
家
族
が
一
緒
の
と
き
に
起

き
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
と
き
で
も
あ
わ
て
ず
に
す
む
よ

う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
よ
く
話
し
合

っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

う
し
た
話
し
合
い
の
中
で
、
防
災

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
か
ら
、

わ
が
家
の
防
災
対
策
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
日
常
の
予
防
対
策
上
の
役
割
と

災
害
発
生
時
の
役
割
を
決
め
て
お

く
。
寝
た
き
り
の
高
齢
者
、
病
人
、

小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、

だ
れ
が
保
護
を
担
当
す
る
か
な
ど

も
話
し
合
う
。

②
家
の
内
外
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
危

険
箇
所
を
確
認
し
、
不
備
な
箇
所

は
修
理
や
補
強
方
法
を
話
し
合

う
。

③
家
具
の
配
置
換
え
に
よ
っ
て
家

の
中
に
安
全
な
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く

れ
な
い
か
工
夫
す
る
。
ま
た
、
家

具
の
転
倒
や
落
下
を
防
ぐ
方
法
を

考
え
、
そ
の
た
め
の
新
製
品
な
ど

が
あ
れ
ば
教
え
合
う
。

④
家
族
構
成
を
考
え
な
が
ら
必
要

な
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。
定
期
的
に
新
し
い
も
の

と
取
り
替
え
る
必
要
が
あ
る
も
の

（
使
用
期
限
の
あ
る
非
常
食
、
水
、

乾
電
池
な
ど
）
は
、
だ
れ
が
担
当

す
る
か
な
ど
も
話
し
合
う
。

⑤
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た

と
き
の
避
難
場
所
を
確
認
す
る
。

避
難
コ
ー
ス
の
危
険
箇
所
に
つ
い

て
も
話
し
合
い
、
で
き
れ
ば
休
日

な
ど
を
利
用
し
、
散
歩
を
兼
ね
て

み
ん
な
で
下
見
を
し
て
お
く
。

■
安
否
の
確
認
な
ど
の
連
絡
に

Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

１
７
１
（
事
前
契
約
不
要
）

1月の出動状況

消防署からのお知らせ

火災　　　 4件
救急　　　266件
救助　　　 5 件

池田市畑1－2－16
ＮＰＯ法人北摂こども文化
協会1072－761－9238
ホームページアドレス
http://www.wombat.zaq.n
e.jp/auajw204/hcca/

■「
環
境
市
民
会
議
」に
　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

■
交
通
事
故
巡
回
相
談

と

き

３
月
18
日
（
金
）

10：

30
〜
14：

30

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

■
法
律
相
談(

要
予
約)

と
　
き
　
３
月
17
日
（
木
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

(

1
52
―
２
１
１
１
）

■
年
金
巡
回
相
談

と

き
　
３
月
９
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
害
者
相
談

と

き
　
３
月
９
日
（
水
）

10：

00
〜
12：

00

と
こ
ろ
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー
　
　
　

(

1
52
―
５
４
３
４)

■
女
性
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談

①
面
接
相
談
（
毎
週
木
曜
日
）

②
電
話
相
談
（
月
、
火
、
木
、
金
）

(

1
55
―
１
６
６
０
）

と
　
き
　
13：

00
〜
16：

00

と
こ
ろ
　
推
進
ル
ー
ム

「
さ
ん
ぴ
あ
」

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と
　
き
　
３
月
22
日
（
火
）

10：

00
〜

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　

問
い
合
わ
せ

福
祉
事
務
所
介

護
福
祉
係
（
1
内
線
２
１
９
３
）

■
無
料
税
務
相
談

（
熊
本
国
税
局
宮
崎
分
室
）

と
　
き
　
４
月
１
日
（
金
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

地域の文化や
芸術の伝承と発展を
進めています

■
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
の
　

管
理
運
営
を
楽
し
く

Q. 国民年金に加入しています。市外　
に転出する場合は、どのような手
続きが必要ですか。

A. 国民年金に加入している人が市外に転出
する場合は、転出届の際に、転出証明書
と一緒に｢国民年金加入状況連絡票｣をお
渡しします。それを転入先の市町村の国
民年金担当係に提出してください。
また、国(社会保険庁)が発行した納付書
が転出前に届いていれば、引き続きその
納付書で納められます。年金受給者は住
所変更届出が必要ですので転入先の年金
係にお問い合わせください。

市役所は152－2111・市政テレホンサービスは152－2000

地 域 防 災
■
わ
が
家
の

防
災
対
策

相 談 日 程

３月27日・４月3日
市民課を日曜日に開きます
●開設時間 午前８時30分

から午後５時まで。

●開設窓口 市民課４番窓口

●取扱業務 転入、転出、

転居等の住民異動届に関す

る業務
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▼
先
月
、
２
月
６
日
か
ら
１
週
間
ほ
ど
、
欽
ち

ゃ
ん
野
球
団
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
が
キ
ャ
ン

プ
。
お
倉
ヶ
浜
野
球
場
は
、
連
日
、
欽
ち
ゃ
ん

効
果
で
す
ご
い
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
▼
14
日
に

は
、
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
も
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
。
さ

す
が
に
プ
ロ
は
、
動
き
が
違
い
ま
す
ね
。
体
も

大
き
い
し
、
か
っ
こ
い
い
。
日
本
中
が
注
目
す

る
２
球
団
の
お
か
げ
で
、
日
向
の
知
名
度
も
ア

ッ
プ
。
い
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
、
み
ん
な
で

応
援
し
ま
し
ょ
う
。
▼
２
月
と
い
え
ば
、
節
分

で
し
た
ね
。
毎
年
、
わ
が
家
で
も
豆
ま
き
を
し

ま
す
。
▼
４
人
家
族
の
わ
が
家
で
す
が
、
み
ん

な
が
豆
を
ま
き
た
が
る
の
で
、〈
Ｋ
〉
は
、
鬼

の
お
面
を
つ
け
て
逃
げ
る
役
と
、
喜
び
の
声
を

あ
げ
て
豆
を
拾
う
役
の
、
一
人
二
役
で
す
。

～止まって確認！無事故に挑戦～

１月中の交通事故
人身事故 死亡 負傷者 物損事故
46件 0人 61人 91件
（－15）（±0）（－15）（－15）

日向市の人口と世帯
（含む外国人登録者／H17.2.1.現在）

人　口 59,137 人 〈 －16〉
男 27,795 人 〈 ＋6〉
女 31,342 人 〈 －22〉
世帯数 23,045 世帯 〈 ＋3〉

転　入 133人 転　出 156人
出　生 53人 死　亡 46人
面　積 117.56k㎡

こ
ち
ら
編
集
室
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健 康 家 族
■
第
２
回
日
向
ハ
ン
ギ
ン
グ
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
展
及
び
　

作
品
募
集
の
案
内

●
期
日

４
月
24
日
（
日
）
〜
５

月
８
日
（
日
）
ま
で
。

●
会
場

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉

イ
ベ
ン
ト
広
場

●
申
込
先

実
行
委
員
会
事
務
局

ま
で
（
1
56
―
３
８
０
０
）。
月

曜
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

ま
で
。

●
受
付
及
び
搬
入
日

４
月
23
日

（
土
）
午
後
１
時

●
表
彰
式

５
月
３
日
（
火
）
午

後
１
時

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

製
作
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

●
日
時

４
月
10
日
（
日
）

●
会
場

温
泉
館
イ
ベ
ン
ト
広
場

●
指
導

日
本
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
協
会
マ
ス
タ
ー

●
費
用

材
料
代
実
費
３
千
円

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

温
泉
フ

ロ
ン
ト
に
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む
（
1
56
―
３
８
０
０
）。

先
着
20
名
様
ま
で
。

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
の

衛
生
管
理
の
仕
組
み

「
お
舟
出
の
湯
」
で
は
、
衛
生

管
理
を
高
め
る
た
め
に
、
牛
乳
工

場
や
ハ
ム
工
場
等
で
広
く
用
い
ら

れ
て
い
る
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」（
ハ

サ
ッ
プ
）
に
よ
る
衛
生
管
理
方
法

を
、
公
衆
浴
場
で
は
初
め
て
取
り

入
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
源
泉
く
み
上
げ
か
ら

湯
張
り
、
循
環
ろ
過
、
塩
素
注
入
、

営
業
終
了
後
の
洗
浄
消
毒
等
の
作

業
ご
と
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
て

管
理
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る

総
合
的
な
衛
生
管
理
方
法
で
す
。

こ
の
管
理
方
法
が
、
日
向
保
健

所
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
専
門

誌
や
研
究
発
表
会
等
を
通
し
て
全

国
に
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

痴
呆

ち
ほ
う

に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
の

解
消
を
図
る
た
め
に
、
新
た
な
用

語
と
し
て
「
認
知
症
」
を
用
い
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
今
回
は
ボ

ケ
と
表
記
し
て
い
ま
す
）。

ボ
ケ
は
「
生
き
方
の
総
決
算
」

と
い
わ
れ
、
ボ
ケ
の
原
因
の
ほ
と

ん
ど
は
長
い
期
間
の
暮
ら
し
方
、

生
き
る
姿
勢
に
根
ざ
し
て
い
ま

す
。
働
き
盛
り
の
人
も
暮
ら
し
方

を
点
検
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
や
勉
強
を
ど
ん
な
に
頑
張

っ
て
い
る
人
で
も
、
脳
は
一
部

（
左
脳
）
し
か
使
っ
て
な
く
、
脳

全
体
（
右
脳
・
左
脳
・
前
頭
葉
）

を
刺
激
す
る
に
は
、
遊
び
、
運
動

や
趣
味
な
ど
、
人
生
を
楽
し
む
姿

勢
が
大
切
で
す
。

定
年
退
職
後
な
ど
の
時
期
も
要

注
意
。「
濡
れ
落
ち
葉
」、「
わ
し

族
」、「
空
の
巣
症
候
群
」
の
予
防

は
重
要
で
す
。

『
中
高
年
の
た
め
の
ボ
ケ
な
い

暮
ら
し
方
』
を
ご
存
じ
で
す
か

①
家
庭
で
も
役
割
分
担
と
特
技
を

い
ず
れ
は
老
い
て
夫
婦
二
人
の

時
が
く
る
。
会
話
を
増
や
す
、
家

事
を
分
担
す
る
。
特
技
を
持
つ
と

強
い
。

②
仲
間
づ
く
り
は
幅
広
く

年
齢
差
・
性
差
を
こ
え
て
楽
し

い
グ
ル
ー
プ
を
作
ろ
う
。

③
遊
び
や
趣
味
は

急
に
は
身
に
つ
か
な
い

40
〜
50
代
か
ら
心
が
け
、
遊
び

や
ス
ポ
ー
ツ
の
実
力
を
つ
け
、
仲

間
を
増
や
し
て
お
こ
う
。

④
将
棋
・
囲
碁
・
麻
雀
な
ど
の

ゲ
ー
ム
の
腕
を
磨
く

ゲ
ー
ム
は
右
脳
訓
練
の
エ
ー

ス
。
ボ
ケ
の
予
防
に
最
適
。
柔
ら

か
な
頭
脳
と
楽
し
む
ゆ
と
り
を
体

に
覚
え
さ
せ
よ
う
。

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

や
る
気
が
あ
れ
ば
す
ぐ
始
め
ら

れ
る
。
奉
仕
を
す
る
こ
と
で
深
い

満
足
感
が
得
ら
れ
る
は
ず
。

⑥
夫
婦
の
語
ら
い
復
活
の
努
力
を

何
よ
り
大
切
な
の
が
こ
れ
。
ボ

ケ
の
ほ
と
ん
ど
は
会
話
の
な
い
家

庭
か
ら
発
生
。
努
力
な
し
に
会
話

は
取
り
も
ど
せ
な
い
。

⑥
子
や
孫
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う

若
者
の
関
心
に
気
を
配
り
情
報

収
集
を
。
こ
っ
ち
か
ら
接
近
し
な

け
れ
ば
相
手
に
は
さ
れ
な
い
。

●
募
金
に
対
す
る
お
礼

１
月
16
日
に
開
か
れ
た
「
第
９

回
健
康
ま
つ
り
」
の
会
場
に
「
ス

マ
ト
ラ
島
沖
地
震
救
援
金
」
の
手

作
り
募
金
箱
を
置
い
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
人
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
合
計
で
３
万
２
千
４

０
０
円
が
集
ま
り
、
健
康
ま
つ
り

実
行
委
員
会
が
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
送
金
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
1
内
線
２
１
８
２
）

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
３
月
11
日(

金)

25
日(

金)

対
象
／
平
成
16
年
12
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
３
月
17
日(

木)

対
象
／
平
成
16
年
８
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
３
月
15
日(

火)

対
象
／
平
成
16
年
２
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
３
月
18
日(

金)

対
象
／
平
成
15
年
８
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
３
月
３
日(

木)

対
象
／
平
成
13
年
８
月
生
ま
れ

※
受
付
時
間
は
、
７
か
月
児
・
１
歳

６
か
月
児
・
３
歳
児
／
午
後
０
時
45

分
〜
１
時
30
分
、
３
か
月
児
／
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
１
歳
児
／
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
で
す
。
母
子
健

康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
、
市
民
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
へ
。

３
月
１
日
（
火
）
〜
７
日
（
月
）

ま
で
の
１
週
間
は
、
子
ど
も
予
防

接
種
週
間
で
す
。
３
月
は
、
４
月

か
ら
の
入
園
・
入
学
に
備
え
、
子

ど
も
の
予
防
接
種
を
確
認
す
る
良

い
時
期
で
す
。
ま
だ
、
接
種
し
て

い
な
い
予
防
接
種
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
既

に
就
学
し
て
い
る
児
童
も
、
９
〜

12
歳
は
日
本
脳
炎
の
２
期
、
14

〜
15
歳
は
３
期
、
11
〜
12
歳
は

２
種
・
３
種
混
合
の
２
期
の
接
種

年
齢
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
１

期
を
受
け
て
い
る
児
童
が
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
忘
れ

ず
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
に
お
い
て
は
、

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
生
後
６

か
月
未
満
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

現
在
４
歳
未
満
で
ま
だ
接
種
し
て

い
な
い
子
ど
も
は
、
３
月
中
に
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
子
ど
も
予
防
接
種
週
間

期
間
中
は
、
通
常
よ
り
時
間
を
延

長
し
て
接
種
を
実
施
す
る
医
療
機

関
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
医
療
機

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日向市保育協議会
（153ー5857）

甲斐　翔馬
しょうま

ちゃん
(金ヶ浜)

中富　悠斗
ゆうと

ちゃん
(浜町３)

佐藤　ひかるちゃん
(山下)

乳
幼
児
健
診

子
ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す

子
育
て
サ
ポ
ー
ト

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

市役所は152－2111・市政テレホンサービスは152－2000

日曜在宅医の確認は153－1214へ

テレホンサービス

■
認
知
症
っ
て

な
に
？

〈
Ｋ
〉

日向サンパーク
温泉へ行こう

健康ひゅうが
21計画

お舟出御膳
おねだん　１２８０円

ストラン潮音の人
気メニュー「お舟
出御膳」は、日向

灘で捕れた新鮮な魚を使
った刺身や焼魚、あさり
ご飯、旬の小鉢など季節
に応じた盛りだくさんの
御膳です。ちょっと贅沢
な気分を味わえる和風ミ
ニ会席になっています。

レ

あいすココナッツ
みるくぜんざい
おねだん　３００円

客様から大好評の
デザートです。冷
たいココナッツミ

ルクの中に、あずき、た
くさんのフルーツ、バニ
ラアイス、さっぱりとし
たタピオカも入った、南
国ならではのデザ－トで
す。お風呂上りや食後に、
ぜひご賞味ください。

お

O

・T
A
B
E
T
E
N
N
A
I

お
！
食
べ
て
ん
な
い

2/28(月）～
3/6（日）

家庭のしつけと学校のしつけ　入学前 ①家庭
と学校のしつけのちがい②しつけの重複とくい
ちがい③しつけのちがいにとまどう時は

3/7(月）～
3/13（日）

よい親の条件　入学前　①子どもは親の鏡②よ
い親とは③よい親10の条件

3/14(月）～
3/21（月）

父親の役割　入学前 ①父親不在とは②大切な
心の交流③子どもの成長に大切な親

3/22(火）～
3/31（木）

ＰＴAについて理解する　入学前　①ＰＴAと
は②ＰＴAのねらいは③ＰＴA本来の活動とは



て
に
つ
い
て
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
借
地
人
・
借
家

人
等
も
借
地
・
借
家
の
資
産
に
限

り
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
・
証
明
の
申
請
の
際
に

は
、
申
請
人
が
納
税
義
務
者
の
場

合
は
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
に
運
転
免
許
証
等
、
身

分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
借
地
人
・
借
家
人
等
の

場
合
に
は
、
賃
貸
借
契
約
書
等
、

土
地
や
家
屋
を
借
り
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
書
類
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
（1）
・
（2）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
（
1
内

線
２
１
１
３
・
２
１
２
４
）

平
成
16
年
３
月
か
ら
国
保
加
入

者
を
対
象
に
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温

泉
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
お
使

い
の
国
保
い
き
い
き
温
泉
施
設
利

用
助
成
券
の
有
効
期
限
が
平
成
17

年
２
月
28
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
助
成
券

を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
新
し
い
助
成
券
が
必
要
な
人

は
次
の
と
お
り
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
温
泉
で
い
き
い
き
健
康
づ
く

り
」、
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
の

健
康
増
進
と
元
気
な
日
向
市
づ
く

り
の
推
進
に
積
極
的
な
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
国
保
い
き
い
き
温
泉
施
設
利
用

助
成
事
業

●
対
象
者

保
険
税
の
滞
納
の
な

い
世
帯
の
40
歳
以
上
の
国
保
被
保

険
者

●
指
定
温
泉
施
設

日
向
サ
ン
パ

ー
ク
温
泉
「
お
舟
出
の
湯
」

●
温
泉
利
用
料
助
成

１
人
１
回

１
０
０
円
・
年
間
12
回
ま
で
助
成

●
助
成
券
の
申
請
先

健
康
管
理

課
国
民
健
康
保
険
係
（
市
役
所
庁

●
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

①
土

地
の
縦
覧
帳
簿
＝
土
地
の
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
②
家

屋
の
縦
覧
帳
簿
＝
家
屋
の
所
在
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
価
格
（
縦
覧
で
き
る
人
か
ど

う
か
確
認
す
る
た
め
、
納
付
書
ま

た
は
運
転
免
許
証
等
、
ご
本
人
を

確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
）。

■
固
定
資
産
税
情
報
の
開
示

固
定
資
産
路
線
価
と

標
準
宅
地
の
公
開
を
し
て
い
ま
す

固
定
資
産
評
価
額
の
基
礎
と
な

る
固
定
資
産
路
線
価
と
標
準
宅
地

は
、
い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
、

税
務
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

※
路
線
価
と
は

市
街
地
に
お
い

て
道
路
に
付
け
ら
れ
た
価
格
の
こ

と
で
、
道
路
に
接
す
る
標
準
的
な

宅
地
の
１
㎡
当
た
り
の
価
格
を
い

い
ま
す
。

※
標
準
宅
地
と
は

状
況
類
似
地

区
ご
と
に
主
要
な
街
路
に
沿
接
す

る
宅
地
の
う
ち
、
奥
行
、
間
口
、

形
状
等
の
状
況
が
標
準
的
な
土
地

を
い
い
ま
す
。

■
固
定
資
産
課
税
台
帳

（
名
寄
帳
）
の
閲
覧
・
証
明

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
記
載
事

項
に
関
す
る
閲
覧
及
び
証
明
に
つ

い
て
、
資
産
の
納
税
義
務
者
（
所

有
者
）
は
所
有
す
る
資
産
の
す
べ

18

舎
１
階
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

国
民
健

康
保
険
証
、
印
鑑

②
国
保
健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
の

設
置

健
康
づ
く
り
や
国
民
健
康

保
険
制
度
、
医
療
費
や
疾
病
な
ど

に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

③
健
康
相
談
や
健
康
教
育
の
実
施
　

保
健
師
や
看
護
師
を
奇
数
月
の

第
２
火
曜
日
（
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
ま
で
）
に
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉

に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
日
常
の
健

康
に
つ
い
て
の
相
談
や
団
体
等
の

学
習
の
機
会
と
し
て
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
課

国
民
健
康
保
険
係
（
1
内
線
２
１

５
３
）

卒
業
、
入
学
の
季
節
で
す
。
こ

の
時
期
、
国
民
健
康
保
険
加
入
世

帯
で
４
月
か
ら
市
外
の
高
校
・
大

学
・
各
種
学
校
な
ど
に
入
学
し
、

市
外
に
転
出
す
る
人
が
い
る
場
合

は
、
学
生
特
別
保
険
証
の
発
行
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

学
生
特
別
保
険
証
が
必
要
な
人

は
、
市
民
課
で
発
行
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の

印
鑑
・
保
険

証
・
在
学
証
明
書
（
入
学
ま
で
は
、

合
格
通
知
書
ま
た
は
入
学
許
可
証

で
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
後
日
必

ず
在
学
証
明
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
）。

■
次
の
人
は
保
険
証
の
返
却
を

今
年
３
月
卒
業
す
る
人
で
、
学

生
特
別
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
は
有
効
期
限
が
３
月
31
日

と
な
り
そ
れ
以
降
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
保
険
証
を
返
却
す
る
と

と
も
に
、
次
の
も
の
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
場
合

●
必
要
な
も
の

印
鑑
・
学
生
特

別
保
険
証

②
社
会
保
険
な
ど
そ
の
他
の

保
険
に
加
入
し
た
場
合

●
必
要
な
も
の

印
鑑
・
学
生
特

別
保
険
証
・
新
し
く
加
入
し
た
社

会
保
険
証
等
ま
た
は
そ
の
写
し
。

な
お
、
３
月
卒
業
で
、
す
で
に
転

出
し
て
い
る
人
は
全
員
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
（
1
内
線

２
１
３
３
）
へ
。

●
対
象

身
体
障
害
者
手
帳
の

「
１
級
及
び
２
級

」
ま
た
は
療
育

手
帳
の
「
Ａ
」
を
所
持
し
て
い
る

人
で
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

●
助
成
内
容

タ
ク
シ
ー
基
本
料

金
券
を
年
間
15
枚

●
交
付
場
所

福
祉
事
務
所
障
害

福
祉
係
（
16
番
窓
口
）

●
交
付
日
時

４
月
１
日
（
金
）

〜●
必
要
な
も
の

印
鑑
・
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

※
手
続
き
は
代
理
の
人
で
も
可

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
事
務
所

障
害
福
祉
係
（
1
内
線
２
１
７
１
）

市
で
は
、
固
定
資
産
の
価
格
が

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
平
成
17
年
度
の
土

地
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

●
縦
覧
期
間

４
月
１
日
（
金
）

か
ら
５
月
２
日
（
月
）
ま
で
（
土

曜
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
）。

●
縦
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
。

●
縦
覧
場
所

税
務
課
内

●
縦
覧
で
き
る
人

市
の
固
定
資

産
税
の
納
税
者
（
土
地
と
家
屋
の

固
定
資
産
税
を
実
際
に
納
め
て
い

る
人
で
す
。
非
課
税
や
免
税
点
未

満
で
固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
な

い
人
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
）。

●
縦
覧
手
数
料

無
料

お
知
ら
せ

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

温
泉
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

19

日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
で

は
、
東
郷
町
山
陰
の
「
東
郷
霊
苑
」

の
建
て
替
え
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
新
施
設
は
、
現
斎
場
の
東
隣

に
３
月
末
に
完
成
予
定
で
、
４
月

１
日
か
ら
利
用
可
能
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
次
の
と

お
り
斎
場
使
用
料
を
改
定
い
た
し

ま
し
た
。
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

斎
場
使
用
料
は
こ
の
よ
う
に
　
　
　

決
ま
り
ま
し
た

斎
場
使
用
料
は
、
施
設
を
運
営

し
て
い
く
上
で
大
切
な
財
源
で

す
。
現
在
の
火
葬
料
金
は
、
こ
の

25
年
間
大
き
な
見
直
し
が
行
わ
れ

ず
、
県
内
で
最
も
低
い
額
で
す
。

一
方
で
、
施
設
の
老
朽
化
で
修
繕

費
や
燃
料
代
な
ど
の
維
持
費
は

年
々
高
騰
し
、
約
７
割
を
公
費
で

負
担
し
て
い
る
現
状
で
す
。

※
現
斎
場
は
、
一
体
当
た
り
火

葬
経
費
約
２
万
円
（
施
設
建
設
費

を
除
く
）
の
う
ち
１
万
３
千
５
０

０
円
を
公
費
負
担
し
て
い
ま
す
。

本
来
、
施
設
に
必
要
な
経
費
は
、

そ
の
利
用
料
金
で
充
足
す
る
こ
と

が
理
想
で
す
。
そ
の
た
め
、
新
し

い
施
設
で
は
、
県
内
の
状
況
を
よ

く
考
え
て
運
営
経
費
の
お
お
む
ね

75
％
を
使
用
料
で
ご
負
担
い
た
だ

く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

日
向
東
臼
杵
南
部

広
域
連
合
（
1
53
―
３
４
０
１
）

●
と
き

３
月
29
日(

火
）
午
後
７

時
（
６
時
30
分
開
場
）

●
と
こ
ろ

日
向
市
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

●
講
師

灰
谷
健
次
郎

は
い
た
に
　
け
ん
じ
ろ
う

さ
ん

（
児
童
文
学
作
家
）

●
演
題

「
学
ぶ
こ
と
　
変
わ
る

こ
と
」

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
同
和
対

策
係
（
1
内
線
２
２
１
７
）

●
対
象

学
校
教
育
法
で
定
め
る

大
学
・
短
大
・
高
校
（
中
等
教
育

学
校
後
期
課
程
を
含
む
）
・
高
等

専
門
学
校
及
び
各
種
学
校
に
在
籍

す
る
人

●
定
員

15
人
程
度
（
６
月
下
旬

に
選
考
委
員
会
で
決
定
）

●
貸
付
額

高
校
生
／
月
額
１
万

円
、
大
学
・
大
学
院
・
短
大
・
専

門
学
校
生
／
月
額
２
万
円

●
貸
付
期
間

奨
学
生
の
在
籍
す

る
学
校
の
正
規
の
修
業
期
間

●
資
格

①
本
人
ま
た
は
保
護
者

が
引
き
続
き
１
年
以
上
本
市
に
住

所
を
有
し
て
い
る
こ
と
②
学
業
・

品
行
と
も
に
優
秀
か
つ
健
康
で
あ

る
こ
と
③
学
費
の
支
払
い
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

●
償
還
方
法

月
賦
、
半
年
賦
、

年
賦
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
。

●
償
還
期
間

貸
付
の
終
了
し
た

月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
６
か
月

を
経
過
し
た
後
、
貸
付
期
間
に
相

当
す
る
期
間
内

●
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
あ

り
ま
す
）、
②
奨
学
生
推
薦
調
書
、

③
最
終
学
年
学
業
成
績
証
明
書
、

④
保
護
者
の
平
成
15
年
分
の
所
得

証
明
書
・
平
成
16
年
度
分
の
資
産

証
明
書
、
⑤
連
帯
保
証
人
（
２
人
）

の
平
成
16
年
度
分
納
税
証
明
書

●
受
付
期
間

３
月
１
日(

火)

〜

４
月
28
日(

木)

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

学
校
教

育
課
（
1
内
線
２
４
１
３
）

※
こ
の
ほ
か
に
、
労
働
金
庫
日
向

支
店
に
委
託
し
て
い
る
教
育
資
金

融
資
制
度
が
あ
り
、
融
資
額
は
１

人
に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内
で

す
。
詳
し
く
は
、
労
働
金
庫
日
向

支
店
（
1
52
―
６
１
３
１
）
へ
。

●
対
象

15
歳
以
上
の
人

●
期
間

４
月
〜
平
成
18
年
３
月

●
開
講
式

夜
の
部
／
４
月
14
日

（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時
（
以
後

毎
週
木
曜
日
）、
昼
の
部
／
４
月

18
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
12
時

（
以
後
、
毎
週
月
曜
日
。
た
だ
し
、

祝
日
の
と
き
は
翌
日
の
火
曜
日
）

●
会
場

日
向
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
富
高
２
０
７
―
３
）

●
内
容

手
話
の
学
習
、
耳
の
不

自
由
な
人
と
の
交
流
な
ど
。

●
受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
等

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
代
金
と

し
て
３
５
０
０
円
が
必
要
）

●
申
込
先

福
祉
事
務
所
　
障
害

福
祉
係
（
1
内
線
２
１
７
１
）

閲覧または証明を求めることがで
きる者 閲覧または証明対象固定資産

① 固定資産税の納税義務者（所有者） 当該納税義務に係る固定資産（土地
または家屋）の全部

② 土地または家屋について賃借権そ
の他の使用収益を目的とする権利を
有する者（ただし、対価が支払われ
るものに限る）

当該権利の目的である固定資産（土
地または家屋）のみ

③ 固定資産の処分をする権利を有す
る一定の者

当該権利の目的である固定資産（土
地または家屋）のみ

（1）固定資産課税台帳の閲覧及び固定資産課税台帳記載事項の証明

（２）土地または家屋名寄帳の閲覧ができる者
① 固定資産税の納税義務者（固定資産の所有者）
② 上記固定資産税の納税管理人
③ 納税義務者より委任を受けた者（委任状または代理人選任届添付）

国
保
の
学
生
特
別
保
険
証
の

発
行
に
は
申
請
が
必
要
で
す

重
度
障
害
者
へ
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
交
付
し
ま
す

土
地
及
び
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の

受
講
生
を
募
集

募
　
集

日
向
市
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

区分
13歳
以上

13歳
未満

死　胎 改葬遺体
汚物　
人体の一部
その他

１体 １体 １体 １棺 １件
23,000円火葬等

安置室使用

待合室
使　用

一夜につき　5,000円
通夜を行う場合
葬儀を行う場合

通夜及び葬儀を行う場合

16,000円 9,000円 14,000円 7,000円

１回につき7,000円
１回につき5,000円
１回につき 10,000円

■新斎場使用料（４月１日から適用）第
22
回
日
向
市

「
同
和
」問
題
市
民
講
演
会

東
郷
霊
苑
（
火
葬
場
）
の

新
料
金
で
す

※安置室使用及び待合室使用については消費税５％
パーセント

を加算
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建国記念の日の２月11日、美々津町で記念行事が開か
れました。ステージに、野球クラブチーム「ゴールデ
ンゴールズ」監督の萩本欽一さんが登場し、ユーモア
あふれるトークで地元住民をわかせました。また、天
地鼓響・少年隊が和太鼓を披露。威勢良く打ち鳴らし
ました。
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